


- 2 - 

 

３．高度実践看護師養成事業への助成 

  専門看護師の 20余年の活動実績に加え、昨今の看護師の役割拡大論議にも鑑み、次世代の

看護専門職である高度実践看護師養成が急務である。グローバルスタンダードとしての高

度実践看護師養成によって、治療と療養過程でのきめ細かな患者支援、医療過疎地での貢

献、医療費抑制などの効果が期待されるため、高度実践看護師養成をする大学院への助成

をいただきたい。 

 

４．看護学分野における教育評価システム構築のための助成 

  近年、学問分野別の教育評価システムの構築が志向され、すでに薬学では機能している状

況にある。日本看護系大学協議会では、看護学教育を専門に評価を行い、大学教育の標準

的な質保証を担保するための機構作りを目指して現在準備を進めている。機構開設に向け

た準備経費を助成いただきたい。 

 

５．看護系大学の教育課程を自主的に構築できるようにするための制度改正  

  看護系大学は大学設置基準に加え、教育課程は保健師助産師看護師学校養成所指定規則を

包含したものでなければならない。各大学は設置主体、教育理念、立地も異なるため、大

学としての独自性を出し、将来を切り開く看護職を育成するためには、各大学が自主的に

教育課程を構築できるよう、保健師助産師看護師法および関係政省令の改正を要望する。 


